
（別紙３）

～ 令和７年　３月　31日

（対象者数） 13名 （回答者数） 12名

～ 令和７年　３月　10日

（対象者数） ６名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今行っていることを継続しつつ、自己評価で指摘のあった個

所を改善していきます。

2

集中が難しい児童さんもいる為、子どもたちが興味を持ち、

楽しく参加できるように工夫していきたいです。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

イベント等企画を行い、関わりを持てるように取り組んでい

きます。

2

今後、保護者様向けの研修も年間行事に組み込んでいけるよ

うにします。

マニュアルの周知方法も検討しながら行っていきます。

3

○事業所名 おきなわインターナショナルデイサービスうるま赤道

○保護者評価実施期間
令和７年　２月　10日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　５月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部との連携 医療機関との連携や保育園・児童館など地域移行への関わりな

ど、まだ行うことが出来ていない。

児童館や地域のイベントへ出掛けても、なかなか地域の子ども

たちと関わることが難しい。

保護者様への勉強会やマニュアルの周知 職員研修は行っているが、保護者様に対しての研修やペアトレ

など行うことが出来ていない。

マニュアルの周知も出来ていない。

満足度 ・児童が楽しめるために、活動中、支援者も全力で楽しんでい

ます。

・保護者様にも、困り感や利用日数を増やしたい希望等聞きな

がら調整を行っています。

・保護者様と信頼関係を図れるように、必要に応じて連絡を取

り合っています。

外国人講師の先生との関わり ・外国人講師の先生と直接関わることが出来るため、英語が中

心の児童さんも、安心して関わりを持つことが出来ます。

・子どもたちの得意を活かせる時間になるよう、フラッシュ

カードや発表などを取り入れて英語に触れあう時間を設けてい

ます。

事業所における自己評価総括表公表


